
理  科
I 教科、種目の観J点

資料作成に当たっては、共通観点の他に、学習指導要領 (平成29年 3月 )とこ示された各教科の目標や内容等に即して検討し、教科独自の観点を定めた。

Ⅱ 選 定資料利用上の留意点
1資料の作成に当たつては、設定した観点ごとに、特に目立った事柄を取り上げること。        ,
2利用に際しては、全体を通して総合的に判断し、各教科書の特色をとらえるとともイ|、 担域の実態、その他の条件を考慮して、適正な採択のための資料とすること。
3前記の観点と次表の観点、具体項目とは、対応させて読み取ること9

1教育基本法の理念や第二期長崎県教育振興基本計画の趣旨・内容を踏まえて、豊かな人間性の育成を図る上での特長

教科の特質に応じて、「教育の目的」及び「教育の目標」の達成、「本県教育が目指す人間像」の育成に資する内容、構成となつているか。

ふるさと長崎の伝統・文化や歴史、自然について理解を深める学習に生かせる題材が扱われているか。

2学習指導要領の目標や内容等を踏まえて、確かな学力の育成を図る上での特長

基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得することができるよう工夫されているか。

知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等を育成することができるよう工夫されているか。

主体的に学習に取り組む態度を身に付けることができるよう工夫されているか。

日常生活との関連を図り、体験的な学習活動を充実させることができるよう工夫されているか。

観察、実験は、目的意識をもらて取り組むことができるよう工夫されているか。

観察、実験等における、安全面への配慮はなされているか。

3学習効果や使いやすさ、見やすさ(ユニバーサルデザイン)等の観点からの表記・表現や体裁の特長

文章は、分かりやすく、質・量ともに適切な記述となつているか。

写真、挿絵、図表などは 学ヽ習意欲を高めるとともに、学習内容との関連や学習効果に十分配慮されているか。

レイアクトや色彩、文字の大きさ、挿絵の活用、紙質、製本等については、適切に配慮されているか。
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Ⅲ 理科

啓林館
・ヽ 単元の構成において、 I生

命」の領域を各学年の最初
に配置 しt自然界に生息す
る様々な動植物の写真や生

物の進化、命の連続性につ
いての解説を掲載すること
で、生命を尊重する態度を
養 うことができるよう配慮
されている。

読み物資料で「環境マー

ク」を表示したり、 3年
「環境」領域において人間
の生活が自然環境に与える
影響を学習したりすること
で、環境録全への意識を高
めることができるよう配慮
されている。

・ 1年では 「浜辺の砂など」
「平成新山の噴火中・噴火
後のようす」 「溶岩のねば
りけのちがい」 「泥流・土
石流の跡」 「サイエンス資
料」 「世界遺産明治 日本の

産業革命遺産の 1つ」にお
いてヽ 3年では「太陽光発
電」において、本県の自然
や施設の写真を扱 うこと
で、本県の自然を題材 とし
た学習ができるようになつ
ていると

教 出

・巻末に本学年と次学年の学
習内容を掲載し、段階的に
「生命」の領域を学習する
ことを明示したり、生物の
つくりや働きの精妙さを認
識できる観察、実験を多数
取り扱つたりすることで、
生命を尊重する態度を養 う
ことができるよう配慮され
ている。

・読み物資料で、自然環境の

保全に関する話題を取り上
げたり、 3年最終単元で自
然環境と人間のかかわりに
ついて学習を深めたりする
ことで、環境保全への意識
を高めることができるよう
配慮されている。

・ 1年では「日本の主な火山
の分布」 「火山噴火の様
子」 「世界ジオパエク島
原」において、 3年では
「雲仙火山の噴火で被災し
た旧大野木場小学校」にお
いて、本県の自然や施設の
写真を扱 うことで、本県の

自然を題材とした学習がで
きるようになつている。

学 図

・ 生命領域のはじめに、 I生
物を大切にし、むやみに傷
つけないこと」を記載 した

り、 3年巻頭折込や章末な
どに、自然災害から身を守
ることを取 り扱つたりする
ことで、生命を尊重する態

度を養 うことができるよう
配慮 されている。

・ 3年最終単元で「自然・科
学技術と人間」を設定し、
中学校理科のまとめとして
自然と人とのかかわりにつ
いて考えさせることで、環
境保全への意識を高めるこ
とができるよう配慮されて
いる。   1

・ 1年では「マグマのねばり
けと火山の特徴」「火砕流
のようす」において、 3年
では「学校外で調べよ
う !」 において、本県の自
然や施設の写真を扱 うこと
で、本県の自然を題材とし
た学習ができるようになつ
ている。

大 日本
生物の生悪観察では生物に

負担のかからない方法を掲
載 したり、読み物資料の安
全に関する話題には 「安
全」マークを付けた りする
ことで、生命を尊重する態
度を養 うことができるよう
配慮 されている。

・ 3年終章で「持続可能な社
会にする方法」について学
習を深めたり、環境や資源
にかかわる話題には 「環
境」マークを付けたりする
ことで、環境保全への意識
を高めることができるよう
配慮されている。

,1年では「雲仙普賢岳」
「リアス海岸のようす (九

十九島)」 「雲仙普賢岳と

伊豆大島の形と噴人のよう
す」 「マグマのねばりけが
強い火山」 「雲仙岳災害記
念館」 「塩パークを見学し
てみよう」において、 2年
では「長崎市の夜景」 「生
物を見に行こう」におい
て、本県の自然や施設の写
真を扱 うことで、本県の自
然を題材とした学習ができ
るようになっている。

東 書

・読み物資料 1世界につなが
る科学」 「つながる科学」
を単元末や章末に掲載し、
希少動物を紹介したり、生
物のつくりや働きの精妙さ
を取り扱つたりすること
で(生命を尊重する態度を
養 うことができるよう配慮
されている。

・ 3年終章に「持続可能な社
会をうくるために」を設け
たり、「世界につながる科
学」で環境に関する話題を
取り扱ったりすることで、
環境保全への意識を高める
ことができるよう配慮され
ている。

,1年で lま 「いろいろな火
山」「雲仙普賢岳における
火砕流などに警戒が必要な
範囲」「火砕流のあと」に
おいて、3年では「雲仙岳
災害記念館」において、本
県の自然や施設の写真や資
料を扱うことで、本県の自
然を題材とした学習ができ
るようになつている。
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Ⅲ 理科

啓林館

・観察、実験を通切に行 うた
めのポイントを示すととも
に、「基本のチェック」
「学習のまとめ」「力だめ
し」 「学年末総合問題」を
設けることで、基礎的・基
本的な知識・技能を確実に
習得することができるよう
工夫されている。

・章ごとに、本文中に「つな
がる学び」、「思いだして
みよう」を示したり、「つ
ながるページ」で他の領域
における関連内容を示した
りすることで、学習内容を
繰 り返し確認し、理解する
ことができるよう工夫され
て↓`る。

教  出

・観祭、冥験において使用頻
度の高い器具を「基礎技
能」でまとめて掲載すると
ともに、 「要点と重要事項
の整理」 「基本問題」 「学
年末総合問題」を設けるこ
とで、基礎的・基本的な知
識・技能を確実に習得する
ことができるよう工夫され
ている。

・各単元のはじめに「これま
での学習」を示したり、単
元中に「思いだそう」を掲
載したりすることで、既習
事項を振り返り、関連する
学習内容を繰 り返し確認
し、理解することができる
よう工夫されている。

学 図

・身に付ける知識・技能を
「CaI―Do List」 で明示する
とともに、章末に「Can Do
List自 己チェック」に「単
元のまとめ」や 「単元末問
題」を設けることで、基礎
的・基本的な知識・技能を

確実に習得することができ
るよう工夫されているb

・各単元のはじめに「ふり返
ろう。つなげよう」を示し
たり、本文中に「ふりかえ
り」を設定したηして関連
する既習事項を掲載するこ
とで、学習内容を繰 り返し
確認し、理解することがで
きるよう工夫されている。

大 日本

・ 観察、実験を行 う上で必要
な 「基本操作」を示す とと
もに、 「まとめ」や 「単元
末問題」 「読解力問題」
「学習のまとめ」を設ける
ことで、基礎的・基本的な
知識・技能を確実に習得す
ることができるよう工夫さ
れている。

・各単元のはじめに 「これま
でに学習したこと」を示
し、既習事項を振 り返った
上で学習に取り組ませた
り、つまずきやすい内容に
は「例題」と「解答例」を
付けたりすることで、理解
することができるよう工夫
されている。

東 書

・観察、実験の手順や操作上
の注意事項を 「基礎操作」
として示す とともに、各章
末に学習内容をチェックす
る問題や単元末に「学習内
容の整理」 「確かめと応
用」を設けることで、基礎
的・基本的な知識・技能を
確実に習得することができ
るよう工夫されている。

・各単元のはじめに「これま
でに学んだこと」を示すこ
とで、学習内本のつながり
を意識することができるよ
う配慮するとともに、つま
ず きやすい内容には「例
題」「練習」 「確認」を設
定することで、理解するこ
とができるよう工夫されて
いる。
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Ⅲ 理科

啓林館

と考察を明確に分けたり、
「考えてみよう」 「表現し
てみよう」を設定したりす
ることで、思考力、判断
力、表現力等を育成するこ
とができるよう工夫されて
いる。

・ 実験計画などを自分で考え
る「探Q実験」や学習 した
内容を活用する「力だめ
し」 「学年末総合問題」を
設けることで、思考力、判
断力、表現力等を高めるこ
とができるよう工夫されて
いる。

いて、結果・ 観祭、

・ 早元や軍のは じめに知的好
奇心を高める写真や資料を
示すことで、課題意識を
もつて主体的に学習に取 り
組むことができるよう工夫
されている。、

単元はじめの 「学ぶ前に ト
ライ」と単元末の「学んだ
後にリトライ !」 で同じ問
いについて考えさせること
で、自己の成長を実感 し、
学ぶ意味や必然性を感じる
ことができるよう工夫され
ている。 |

教  出

・ 観察、実験前後の 1考 えよ

う」 「話 し合お う」におい

て、キャラクタすが会話 し
ている場面を掲載 し、対話
的な学びを促すことで、思
考力、判断力、表現力等を

育成することができるよう
工夫されている。

学習内容の区切 りに日常生
活において見られる現象な
どを考える「活用 しよう」
を設けることで、習得 した
知識・技能を活用 しながら

思考力、判断力、表現力等
を高めることができるよう
工夫されている。

・ 呑映に 1珠究の,_仁 め万」を
設け、各ステップの意味や
留意点などを示すことで、
見通 しをもつて主体的に学
習に取 り組むことができる
よう工夫されている。

学習モデ′レとなるキャラク
ターのや り取りを通して、
課題解決に向けた方向性や
視点等を示すことで、活動
のイメージをもちながら主
体的に学習に取り組むこと
ができるよう工夫されてい
る。

学 図

・観察、実験において探究の

過程に沿つた場面を設定す
るとともに、結果 と考察を
明確に分け、結果に基づい

て考えさせることで、思考
力、判断力、表現力等を育
成することができるよう工

夫されている。

・ 各単元末の 「学びを日常に
いかしたら」において、自
己の考えを文章表現する課
題を多く設定することで、
思考力、判断力、表現力等
を高めることができるよう
工夫されている。

・ 観察、実験のは じめに 1気

づ き」の場面を設 け、気付

きや疑問から課題を設定す
る流れを示すことで、主体
的に学習に取り組むことが
できるよう工夫されてい
る。

各章の終わりに、章のはじ
めで確認 した、身に付ける
べき力 「can―Do List」 を振
り返る活動を設定すること
で、自己の学びの高まりを
感 じることができるよう工

夫されている。

・ 待早元のは じめに Iこ れま
で学習してきたこと」「こ
れから学習すること」を提
示し、学習の見通しをもた
せることで、主体的に学習
に取り組むことができるよ
う工夫されている。

・ 巻頭に学習内容に関連 した
職業を紹介 した り、単元の

はじめに大きく写真や資料
を示 して知的好奇心を高め
た りすることで、主体的に

学習に取 り組むことができ
るよう工夫されていると

大 日本

・ 探究の過程 1問題 を見つけ

よう」 「計画を立てよう」
「話 し合お う」において
キャラクターの会話場面を

掲載 し、姑話的な学びを促
すことで、思考力、判断
力、表現力等を育成するこ

とができるよう工夫されて
いる。

・ 学習内容を活用して考えた
り、表現したりする「読解
力問題」や、自ら課題を見
つけ探究する「自由研究に
チャレンジしよう」を設定
することで、思考力、判断
力、表現力等を高めること
ができるよう工夫されてい

る。

東 書

1課題」や !分析解χ沢」な
ど探究の過程において、話
し合つているキャラクター
で考える視点を示すこと
で、言語活動を通して思考
力、判断力、表現力等を育
成することができるよう工

夫されている。

・ 本文の課題に紺 し、自分の

考えを文章でまとめる「課
題に対する結論を表現 しよ

う」を設けることで、習得
した知識・技能を活用 しな
がら思考力、判断力、表現
力等を高めることができる
よう工夫されている。

各節は じめの 1レ ッン・ス

タィ ト」で、問題に気付い

たり疑間を感 じた りする場
面を設定することで、主体
的に学習に取 り組むことが
できるよう工夫されてい

る。

・ 各章の学習前 と学習後に
「BefOre&After」 を設定
し、同じ問いについて考え
させることで、生徒が自ら
の成長を実感でき、学ぶ意
味や必然性を感 じることが
できるよう工夫されてい

る。
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Ⅲ 理科

啓林館

科学コラムや読み物資料
「ひろがる世界」を掲載す
ることで、学習した内容と
実生活や実社会との関連を
図り、学習内容を広げ、深
めることができるよう工夫
されている。

「深めるラボ」のものづく
り活動では、 「発電機のし
くみ」 (2年)において、
電磁調理器を使つた実験を
通 して、電磁誘導の働きを
体感 させるなど、体験的な
学習活動を充実させること
ができるよう工夫されてい

る。

観察く実験の前に 1考えて
みよう」 「話 し合つてみよ
う」などで、課題に対する
仮説や予想・実験計画など
を考える場面を設けること
で、目的意識をもつて取 り
組むことができるよう工夫
されている。

観察、実験では、 「目的」
「方法」 「結果」 「考察」
の一連の流れを左側に整理
して示 し、各ステップを確
認 しやすくすることで、日
的意識をもつて取 り組むこ
とができるよう工夫 されて
いる。

教  出

誘み物資料 Iハ ローサイエ

ンス」を掲載することで、
理科で学習する原理や規則
性などが日常生活や社会で
活用されていることについ

て理解を深めることができ
るよう工夫 されている。

生徒の創意工夫を生かす
「チャレンジ」では、
「ミョウバンの結晶づく
り」 (1年)において、大
きな結晶を作る実験を通し
て、再結晶の様子を視覚的
に捉えさせるなど、体験的
な学習活動を充実させるこ
とができるよう工夫されて
いる。

観察、実験の課題をマーク
と枠囲み 。大文字を用いて
明確にするとともに、キャ
ラクターを用いて疑問や着
眼点を示すことで、目的意
識をもつて取 り組むことが
できるよう工夫されてい

る。

観察、実験の目的を明示す
るとともに、記録用紙やグ
ラフなどの結果の整理方法
を示すことで、目的意識を
もちて取 り組むことができ
るようI夫されている。

学  図

巻頭の |ミ ッションX」 や本
文中の 「サイエンスカ
フエ」や 「資料」を掲載す
ることで、日常生活 との関
連を図 りながら学習を進め
ることができるよう工夫さ
れている。

自ら活動するものづくり
「やってみよう」では、
「凸レンズによつてできる
像」 (1年)において、望
遠鏡を作る実験を通して、
凸レィズの性質を理解させ
るなど、体験的な学習活動
を充実させることができる
よう工夫されている。

観祭、実験を 1探究」と位
置付け、はじめに「気づ

き」の場面を設定し、観
察、実験の目的を焦点化す
ることで、目的意識をもつ
て取 り組むことができるよ

う工夫されている。

観察、実験では、「この時
間の課題」としてそれぞれ
の課題を明示することで、
目的意識をもつて取り組む
ことができるよう工夫され
ている。

大 日本
・ 読み物資料 Iく らしの中の

!理科」や 「Science Press」

を掲載することで、日常生
活や社会との関連を図りな
がら学習内容の理解を深め
ることができるよう工夫さ
れている。

身のまわりのものを用いた
「やつてみよう」では、
「心臓のはたらき」 (2
年)において、給油ポンプ
を使つた実験を通して、心 |

臓が血液を循環させる仕組
みを視覚的に提えさせるな
ど、体験的な学習活動を充
実させることができるよう
工夫されている。

観察、実験の前に「話 し合
お う」 「計画を立てよう」
などの話 し合 う場面を設け
るとともにキャラクターの
セ リフで着眼点を示すこと
で、目的意識をもつて取 り
組むことができるよう工夫

されている。

観察 L実験の結果から分か
ることやまとめを次ページ
に掲載する構成にし、安易
イこ結論がロイこ入らなセヽよう
にすることで、目的意識を
もつて取り組むことができ
るよう工夫されている。

東 書

|つながる科学」や I世界
につながる科学」などのコ

ラムを掲載することで、学
習 した内容 と日常生活や社
会との関連を振 り返ること
ができるよう工夫されてい

る:

身近な材料でできる「どこ
でも科学」では、 「地震が

起こるしくみ」 (1年)に
おいて、こんにゃくを使つ
た実験を通 して、地震の仕
組みを体感 させるなど、体
験的な学習活動を充実させ
ることができるよう工夫さ
れている。

単元のはじめの 「問題発見
レンツスタ~卜 」で身近な
疑間を導入にした り、観
察、実験の前に仮説や調べ

方を考える場面を設けた り
することで、目的意識を
もつて取 り組むことができ
るよう工夫されている。

観察、実験では、冒頭に
「観察 (実験)の 目的」を明
記 した り、実験の手順を
『ステップ」として示した
りすることでt観察、実験
の目的や意義を意識して取
り組むことができるよう工
夫されている。
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Ⅲ 理科

啓林館
九つの注意・安全のマーク
を用いるとともに、注意事
項を朱書きで明記すること
で、生徒が安全に留意 して

取 り組むことができるよう
配慮 されている。

「エネルギー」「粒子」の

領域において「実験を正し
く進めるために」「観察 (実

験)の スキル」を掲載するな
ど、安全面に配慮されてい
る。

阜元はじめの 1学びの見通
し」で学習内容を見通すと
ともに、単元末の 「学習の

まとめ」で、重要語句につ
いて振 り返ることで、学習
内容を理解することができ
るよう配慮されている。

教  出

安全にかかわる事項を、I禁

上」「注意」「指示」など王うの
マークを用いて示すととも
に、朱書きで目立たせるこ
とで、安全面に配慮されて
いる。

巻頭や巻末に、「理科室のき
まりと応急処置」 「主な物
質・試薬の一覧」「器具の扱
い方」を掲載するなど、安
全面に配慮 されている。

平易な文軍で記述 し、ふ り
がなも豊富で読みやすくす
るとともに、欄外の脚注が
多く、図表 。写真について
必要に応じて説明すること
で、学習内容を理解するこ
とができるよう配慮されて
いる。

毎時間の I課題」と |ま と
め」をセットで記載 し、そ
の課題を解決するための
「見方・考え方」を明示す
ることで、学習内容を理解
することができるよう配慮
されている。

学 図

危険防止が必要な箇所は、 1

ス トップ」のマークと、背景
色を変えた朱書きで注意喚
起することで、安全面に配
慮されている。

1年の巻頭に、「実験室を
使 うヨン」を掲載し、観
察、実験ごとに写真・イラ
ス トで操作や注意を表示す
るなど、安全面に配慮され
ている。

大 日本

注意事項を貢色の背景色や
「注意」のマークで目立た
せることで、生徒が安全に
留意して取り組むことがで
きるよう配慮されている。

巻頭や巻末に「理科室のき
まり」「薬品の扱い方」
「薬品をとり扱 うときの注
意」などをまとめて掲載す
るなど、安全面に配慮され
ている。

吾辛書マークを付けて、用語
や記号の意味を分かりやす
く記述 した り、単元末に
「キーワー ド」の欄を設け
てチェックボックスで確認
できるようにした りするこ
とで、学習内容を理解する
ことができるよう配慮され
ている。

東 書

注意事項を朱書きにした
り、 「安全のための注意」
をマークで示 した りして目
立たせることで、生徒が安
全に留意 して取 り組むこと
ができるよう配慮 されてい

る。

巻頭や巻末に、資料として
「理科室の決まり」 「薬品
の性質ととりあつかいの注
意」を掲載するなど、観 、

察、実験において、安全面
に配慮されている。

単元はじめの |こ の単元で

学ぶこと」で学習内容を見
通すとともに、単元末の
「学習内容の整理」で、重
要語句について振 り返るこ
とで、学習内容を理解する
ことができるよう配慮 され
ている。      |
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Ⅲ 理科

啓林館
各単元のはじめには、生徒
の興味・関心を高める大き
な写真を掲載 し、学習対象
や観察、実験方法を図表や

挿絵で示すことで、理解を
深めることができるよう配
慮 されている。

学習内容に対する疑問や分
かったことなどを、親 しみ
やすい挿絵と吹き出しで示
すことで、学習意欲を高
め、理解を深めることがで
きるよう配慮されている。

・ 各ページに多くの図や写
真、挿絵を掲載 し、本文は
一定幅で下部に配置するこ
とで、読みやすくなるよう
配慮 されている。

巻末に切 り取つて使用でき
る「探Qシー ト」を添付
し、探究の過程の充実を図
ることで、理解を深めるこ
とができるよう配慮されて
ヤヽる。

教 出
「見落 としがちな日常生活
の 1コ マ」や 「珍 しい瞬間
や事象」の写真を多く用い

ることで、課題解決の意欲
を高めることができるよう
配慮 されている。

「′、ローサィェンス」にお
いて、学習内容に関連する

様々な写真を掲載すること
で、科学への関心を高める
ことができるよう配慮 され
ている。

図や注釈 を本文の横ではな

く縦方向に配置すること
で、上から順に読み進めや
すくなるよう配慮されてい

る。

・ 巻末に切 り取つて使用でき
る資料を添付することで、
内容理解の補助となるよう
配慮されている。

観察、実験の場面を探究の

過程に沿つたレイアウトに

統一 し、学習場面を矢印で

結ぶなどすることで、見通
しをもつて学習できるよう
配慮 されている。

巻末にホフイ トボー ドとし
て使用できる「アイデア
ボー ド」を添付すること
で、意見交換の際に活用す
ることができるよう配慮 さ
れている。

学 図

各単元のはじめや本文中
に、学習内容に対応 した大

きく鮮明な写真を用いるこ

とで、学習意欲を高めるこ

とができるよう配慮されて
いる。 |

学習過程の中でポイントと
なる箇所や疑間を感 じさせ
たい箇所などを、挿絵と吹
き出しで示すことで、理解
を深めることができるよう
配慮されている。

大 日本

挿絵は、詳細なものと簡略
化したものを場面によつて
使い分けることで、理解を
深めることができるよう配
慮されている。

各学年の巻末に、科学館や
博物館、動物園や水族館、
ノーベル賞授賞者の専真を
数多く掲載することで、科
学への関心を高めることが
できるよう配慮されてい

る。

・ 単元ごとに、章名や背景の
色を統二するとともに、学
習活動ごとに共通のアイコ

ンを示すことで、学習の流
=れが分かりやすくなるよう
配慮されている。

各単元のまとめでは、キ
生

ワー ドや公式、要点の背景
に着色することで、視覚的
に理解を深めることができ
るよう配慮 されている。

東 書

表紙や各単元、各章のはじ

めに学習内容にかかわる大

きな写真や挿絵を掲載する
ことで、興味・関心を高め
ることができるよう配慮 さ
れている。

本文中の既習事項や他教科
との関連事項にアングとラ
インを引き、脚注を付ける
ことで、記述内容を理解す
ることができるよう配慮さ
れている6

単元全体を通 して探究の過
程に沿つたレイアウトに統
一するとともに、各ページ
で扱 う過程を表示すること
で、それぞれの活動の位置
付けを確認するこIと ができ
るよう配慮 されている。

巻末に切 り取つて使用でき
る「地球」領域の立体資料
を添付することで、理解を
深めることができるよう配
慮されている。
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